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「一町 の 人 口 

~ 人 口 9,500 人 （増15) 

4,547 人 （増4) 

4,953 人 （増ii) 

世帯数 3,050世帯（増1) 

男
 
女
 

転入 30人 

転出 25人 

出生 11人 

死亡 1人 

(56年2月末日現在） 
ノ
 

( ）内は前月との増減 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 

町
財
政
再
建
に
ま
い
進
し
ま
す
 

香
月
町
長
『
施
政
方
針
を
発
表
』
 

三
月
定
例
町
議
会
が
、
三
月
十
二
日
 

か
ら
二
十
七
日
ま
で
行
わ
れ
、
本
年
度
 

子
算
や
条
例
の
改
正
な
ど
二
十
一
議
案
 

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
っ
て
、
 

香
月
町
長
は
、
本
年
度
の
施
政
方
針
を
 

次
の
よ
う
に
発
表
し
ま
し
た
。
 

【
施
政
方
針
】
 

国
も
そ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
 

の
一
番
の
課
題
と
し
て
財
政
の
再
建
を
 

軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
 

れ
は
国
、
地
方
を
通
じ
て
の
行
政
の
減
 

量
で
あ
り
、
財
政
の
弾
力
性
の
回
復
で
 

あ
り
ま
す
。
 

赤
池
町
の
財
政
は
、
 
一
般
会
計
及
び
 

特
別
会
計
と
も
に
極
度
な
赤
字
で
あ
る
 

こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
 

当
町
の
財
政
赤
字
の
起
因
は
、
こ
れ
 

ま
で
県
下
で
赤
字
を
出
し
て
財
政
再
建
 

を
実
施
し
た
地
方
公
共
団
体
と
は
異
な
 

る
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

赤
池
町
が
財
政
再
建
を
実
施
す
る
こ
 

と
は
、
住
民
の
公
共
の
福
祉
を
守
る
こ
 

と
で
あ
り
、
相
当
な
覚
悟
と
努
力
が
必
 

要
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
住
民
の
皆
様
に
 

絶
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

赤
池
町
が
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
『
自
 

主
再
響
 
は
、
地
方
自
治
を
守
る
と
い
 

う
こ
と
が
理
念
で
あ
り
ま
す
。
財
政
再
 

建
を
や
る
に
は
、
再
建
埠
用
団
体
の
場
 

合
で
も
、
自
主
再
建
の
場
合
で
も
、
い
 

ず
れ
の
道
を
通
っ
て
も
厳
し
さ
に
変
り
 

生
ず
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
私
と
し
て
 

は
、
こ
の
よ
う
に
な
る
こ
と
は
好
み
ま
 

せ
ん
し
、
何
ん
と
か
し
て
こ
の
苦
境
を
 

乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
に
全
力
を
傾
注
 

し
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
地
方
公
 

共
団
体
の
機
能
を
失
く
さ
な
い
よ
う
に
 

弾
力
あ
る
財
政
再
建
に
最
大
の
努
力
を
 

注
ぎ
、
加
え
て
産
炭
地
切
捨
て
と
い
わ
 

れ
る
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
止
問
題
や
、
失
 

業
対
策
事
業
等
を
含
む
筑
豊
産
炭
地
諸
 

問
題
の
実
態
を
上
部
機
関
へ
訴
え
て
行
 

く
と
と
も
に
、
ま
た
町
部
の
鉱
害
復
旧
 

事
業
の
認
定
等
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
 

推
進
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。
こ
 

れ
と
あ
わ
せ
、
内
政
的
に
は
財
政
再
建
 

に
向
っ
て
皆
様
の
ご
意
見
を
十
分
に
拝
 

再
建
に
ご
理
解
ご
協
力
を
 

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
 

う
い
う
中
で
、
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
 

と
ご
協
力
を
得
て
、
自
ら
の
意
志
と
手
 

で
再
建
を
や
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
 

す
か
ら
、
甘
え
の
構
造
が
あ
っ
て
は
な
 

ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

準
用
再
建
団
体
と
な
り
ま
す
と
、
地
 

方
公
共
団
体
と
し
て
の
機
能
が
制
限
さ
 

れ
る
こ
と
は
忽
酬
の
こ
と
、
具
体
的
に
 

は
、
町
独
自
に
よ
る
福
祉
行
政
の
扶
助
 

費
等
や
各
団
体
活
動
助
成
金
等
に
大
き
 

な
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

町
職
員
に
対
し
て
も
、
人
員
削
減
や
給
 

与
引
き
下
げ
の
ほ
か
に
、
分
限
解
雇
も
 

聴
し
、
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
 

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
事
業
を
重
点
選
 

択
し
、
そ
の
効
果
を
最
大
限
に
活
用
で
 

き
る
よ
う
、
地
域
社
会
の
連
帯
を
深
め
 

る
べ
く
体
制
づ
く
り
に
努
力
し
て
参
り
 

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

今
年
は
国
際
障
害
者
年
で
も
あ
り
、
 

初
年
度
の
今
年
度
は
、
啓
発
活
動
及
び
 

各
種
記
念
行
事
を
実
施
し
、
障
害
者
の
 

皆
様
に
対
し
て
適
切
な
援
護
、
訓
練
、
 

治
療
及
び
指
導
等
、
障
害
者
の
皆
様
の
 

社
会
へ
の
身
体
的
、
社
会
的
援
助
を
行
 

っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

同
和
対
策
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
 

J
 

特
別
措
置
法
の
三
年
間
の
延
長
は
な
っ
 

た
も
の
の
、
こ
れ
も
来
年
三
月
で
期
限
 

切
れ
を
む
か
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
延
長
期
間
内
で
も
、
す
べ
て
の
 

問
題
は
解
決
す
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
 

ん
し
、
こ
れ
の
再
延
長
と
同
和
対
策
事
 

業
等
諸
問
題
解
決
に
向
っ
て
更
に
推
進
 

し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。
 

昭
和
五
十
六
年
度
予
算
の
編
成
に
つ
 

き
ま
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
基
本
方
 

針
を
踏
ま
え
て
、
財
政
再
建
算
川
画
に
添
 

う
よ
う
予
算
を
編
成
し
て
参
り
ま
し
た
。
 

単
独
事
業
は
で
き
る
だ
け
避
け
て
お
 

り
ま
す
。
消
費
的
経
費
に
つ
い
て
も
削
 

減
を
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
消
費
的
経
 

費
の
う
ち
、
需
用
費
と
備
品
費
は
一
括
 

管
理
を
し
て
、
な
お
一
層
の
節
減
を
し
 

て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
赤
池
町
の
 

財
政
の
実
情
を
察
し
て
い
た
だ
き
、
財
 

政
再
建
を
行
っ
て
い
く
に
つ
い
て
、
職
 

員
は
勿
論
の
こ
と
、
議
会
議
員
の
皆
様
 

方
を
は
じ
め
、
住
民
の
皆
様
の
絶
大
な
 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
 

ま
す
。
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~ 
財政再建計画に基づく削減の予算編成 

新年度予算など21議案を可決 
、

ー

I

ノノ 

l55年度は職員給与の人事院勧告実施せず 

、給料1号給ダウン・職員退職勧奨を実施 

、 

65,508(2.0%) 

81,242(2.6%) 
一 

三
月
定
例
町
議
会
は
、
三
月
十
二
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
開
か
れ
、
昭
和
五
 

十
六
年
度
予
算
を
は
じ
め
、
二
十
一
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
の
当
初
子
算
は
、
総
額
で
三
十
一
億
六
千
五
百
六
十
五
万
一
千
円
 

で
、
こ
れ
は
、
昨
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て
一
・
一
智
減
の
予
算
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
職
員
退
職
勧
奨
条
例
、
職
員
給
」
ユ
‘
宋
例
、
教
育
長
の
給
与
 

条
例
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
案
な
ど
二
十
一
件
、
昭
和
五
十
五
 

年
度
一
般
会
計
一
特
別
会
計
補
正
予
算
、
報
告
一
件
、
陳
情
一
件
、
請
願
二
件
 

を
一
括
上
程
。
ま
た
、
追
加
議
案
に
町
長
ら
三
役
の
給
片
一
 

例
、
議
員
報
酬
引
 

き
上
げ
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正
案
な
ど
も
上
程
さ
れ
、
ニ
十
七
日
の
最
終
本
 

会
議
で
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

提
出
議
案
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

歳 入 

78,452(2.5%) 歳 出 

群
恒
γ
 

圏
昭
和
五
十
五
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
 

o
補
正
額
「
歳
入
歳
出
六
千
四
百
十
四
 

万
二
千
円
で
予
算
総
額
四
十
六
億
九
千
 

四
百
四
十
四
万
一
千
円
。
 

圏
昭
和
五
十
五
」
藤
区
赤
池
町
国
民
健
康
 

地方交付税 

1,306,647 

(41.3%) 

歳 入 

引億6,565万1千円 

舞 

民生費 

615,228 

(19.4%) 

朴
●
、
ぎ
愚
」
 

（
」
？
6
6
0
(, 

町 債 

330,200 

(10 .4%) 

労働費 

702,602 

(22.2%) 

歳 出 

引億6,565万1千円 
土木費 

358,806 

(11.3%') 

れ
ま
し
た
。
 

圏
赤
池
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
 

〇
現
教
育
委
員
の
高
林
晴
美
氏
が
、
昭
 

和
五
十
六
年
三
月
一
一
十
一
日
を
も
っ
て
 

任
期
満
了
と
な
っ
た
た
め
、
同
氏
を
再
 

任
し
ま
し
た
。
 

圏
歳
計
現
金
預
入
先
指
定
 

〇
例
年
取
り
扱
い
の
十
一
の
金
融
機
関
 

か
ら
、
今
回
は
三
つ
の
金
融
機
関
を
除
 

き
、
八
つ
の
金
融
機
関
を
指
定
し
ま
し
 

た。 圏
昭
和
五
十
六
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

予
算
 

〇
歳
入
歳
出
子
算
の
状
況
は
表
の
と
お
 

り
で
、
本
年
度
子
算
総
額
は
三
十
一
億
 

六
千
五
百
六
＋
五
万
一
千
円
で
、
前
年
 

国庫支出金 

863,987 

(27.3%) 

公債費 

452, 067 

(14.3%) 

度
当
初
予
算
と
比
較
し
、
 
一
・
ー
シ
H
の
 

減
額
子
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

《
主
な
建
設
事
業
費
の
内
訳
》
 

▼
同
和
対
策
事
業
（
四
億
一
壬
一
十
一
 

万
七
千
円
）
 

▽
交
通
安
全
対
策
事
 

業
（
交
通
安
全
施
設
整
備
工
事
）
▽
同
 

和
対
策
事
業
（
下
排
水
路
改
良
工
事
、
 

敷
地
造
成
工
事
、
墓
地
移
転
工
事
、
防
 

護
壁
工
事
）
▽
農
業
振
興
同
和
対
策
事
 

業
（
た
め
池
改
良
工
事
、
か
ん
が
い
施
 

設
工
事
、
農
業
水
路
改
良
工
事
、
育
苗
 

施
設
工
事
、
農
道
改
良
工
事
、
農
地
造
 

成
工
事
、
農
機
具
購
入
）
▽
道
路
新
設
 

改
良
事
業
（
二
反
ケ
流
ー
松
本
線
）
▽
 

同
和
地
区
道
路
橋
り
ょ
う
事
業
（
道
路
 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
 

o
補
正
額
廿
歳
入
歳
出
四
百
九
十
九
万
 

九
千
円
で
予
算
総
額
二
億
九
千
二
十
四
 

万
円
。
 

圏
昭
和
五
十
五
年
度
赤
池
町
住
宅
新
築
 

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
 

算
 

o
補
正
額
H
歳
入
歳
出
三
百
二
＋
一
万
 

六
千
円
で
予
算
総
額
三
億
九
千
六
百
万
 

二
千
円
。
 

圏
昭
和
五
十
五
年
度
赤
池
町
地
域
開
発
 

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

〇
補
正
額
廿
歳
入
歳
出
四
十
六
万
五
千
 

円
で
予
算
総
額
五
億
八
千
六
百
九
十
八
 

万
六
千
円
。
 

圏
赤
池
町
職
員
退
職
勧
奨
条
例
の
制
定
 

o
職
貝
の
新
陳
代
謝
の
促
進
と
町
財
政
 

の
健
全
化
に
努
め
る
た
め
、
職
員
に
対
 

し
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
付
で
 

退
職
勧
奨
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
退
 

職
す
る
者
の
便
宜
と
優
遇
措
置
を
は
か
 

る
た
め
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

圏
赤
池
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

圏
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
 

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
の
制
定
 

o
い
ず
れ
も
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
 

昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
職
員
の
 

給
与
等
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

（
た
だ
 

し
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
で
一
号
給
 

ダ
ウ
ン
）
 

圏
赤
池
町
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
 

そ
の
他
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

改
良
舗
装
工
事
）
 

▼
不
良
環
境
地
区
改
善
事
業
（
二
百
一
一
 

十
四
万
四
千
円
）
 

▽
下
排
水
路
改
 

良
工
事
 

▼
児
童
福
祉
施
設
事
業
（
三
十
四
万
七
 

千
円
）
 

▽
児
童
遊
園
、
公
園
整
備
 

工
事
 

▼
禍
壮
堺
対
策
事
垂
未
（
一
千
二
百
三
十
五
 

万
六
千
円
）
 

▽
飲
料
水
供
給
施
設
 

改
良
工
事
 

▼
農
地
事
業
（
三
百
二
十
万
円
）
 

▽
 

農
道
た
め
池
及
び
用
水
路
補
修
工
事
 

▼
観
光
事
業
（
一
百
万
円
）
 

▽
観
光
 

案
内
塔
設
置
工
事
 

▼
道
路
鉱
害
復
旧
事
業
（
一
百
七
十
一
 

万
二
千
円
）
 

▽
道
路
鉱
害
復
旧
工
事
 

▼
公
営
住
宅
建
設
事
業
（
一
億
三
千
六
 

百
九
十
四
万
一
千
円
）
 

▽
公
営
住
 

宅
建
設
工
事
（
大
浦
団
地
ニ
十
戸
）
 

圏
昭
和
五
十
六
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算
 

〇
予
算
総
額
H
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
 

億
二
千
九
百
八
十
万
円
。
 

圏
昭
和
五
十
六
年
度
赤
池
町
住
宅
新
築
 

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
子
算
 

〇
予
算
総
額
「
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
 

億
五
千
二
百
三
十
二
万
二
千
円
。
 

圏
昭
和
五
十
六
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
予
算
 

〇
予
算
総
額
「
収
益
的
収
入
及
び
支
出
 

予
定
額
は
そ
れ
ぞ
れ
一
億
八
千
九
百
十
 

九
万
六
干
円
。
資
本
的
収
入
及
び
支
出
 

予
定
額
は
収
入
一
千
円
、
支
出
一
千
三
 

十
一
万
円
。
 

圏
昭
和
五
十
六
年
春
区
赤
池
町
立
病
院
事
 

o

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
準
じ
て
改
 

正
さ
れ
ま
し
た
。
 

圏
一
般
職
の
職
員
の
通
勤
手
当
支
給
方
 

法
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
 

o
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
通
勤
手
当
 

の
最
高
支
給
限
度
額
及
び
通
勤
距
離
が
 

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

圏
赤
池
町
職
員
住
宅
使
用
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

〇
職
員
が
町
の
管
理
す
る
職
員
住
宅
に
 

居
住
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
個
 

人
使
用
分
の
使
用
料
等
の
負
担
区
分
を
 

明
確
に
す
る
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

圏
赤
池
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
の
制
定
 

o
現
消
防
団
員
の
待
遇
を
改
善
し
、
団
 

員
の
団
結
と
運
営
の
円
滑
化
を
は
か
る
 

た
め
、
団
員
の
年
報
酬
額
が
改
正
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

圏
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

o
医
療
費
の
大
幅
な
値
上
が
り
に
よ
り
 

毎
年
保
険
税
の
課
税
限
度
額
の
引
上
げ
、
 

税
率
の
改
正
が
行
わ
れ
、
個
人
の
保
険
 

税
も
高
負
担
と
な
り
、
こ
の
た
め
納
付
 

率
の
低
下
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
の
向
上
 

を
は
か
る
た
め
、
納
期
の
回
数
を
四
期
 

か
ら
六
期
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

圏
赤
池
町
特
別
会
計
設
置
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

〇
工
場
団
地
の
売
却
に
伴
い
、
地
域
開
 

発
事
業
の
起
債
借
入
額
を
全
額
繰
上
償
 

還
を
し
て
、
昭
和
五
十
五
生
山
区
を
も
っ
 

て
特
別
会
計
タ
歳
」
止
す
る
た
め
改
正
さ
 

J J 

業
特
別
会
計
予
算
 

〇
予
算
総
額
n
収
益
的
収
入
及
び
支
出
 

予
定
額
は
そ
れ
ぞ
れ
四
億
五
千
百
二
十
 

八
万
九
千
円
。
資
本
的
収
入
及
び
支
出
 

予
定
額
は
、
収
入
三
百
六
十
一
万
五
千
 

円
、
支
出
三
百
六
十
一
万
七
千
円
。
 

圏
工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

o
市
場
同
和
対
策
集
会
所
新
築
工
事
の
 

工
事
詰
負
金
額
が
三
千
万
円
を
超
え
る
 

た
め
議
会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。
 

報
告
、
陳
情
、
請
願
 

圏
昭
和
五
十
五
年
定
例
事
務
監
査
の
結
 

果
報
告
 

圏
昭
和
五
十
五
年
事
務
報
告
 

圏
し
尿
収
集
運
搬
料
金
に
関
す
る
陳
情
 

圏
上
ノ
原
町
営
住
宅
の
払
下
げ
に
関
す
 

る
請
願
 

圏
教
育
諸
条
件
の
整
備
充
実
を
は
か
る
 

た
め
の
請
願
 

以
上
五
件
、
い
ず
れ
も
採
択
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

今
月
の
主
な
行
事
 

1
日
（
水
）
新
学
期
始
ま
る
 

会
計
年
度
始
期
 

4
日
（
土
）
 

四
保
育
所
入
園
式
鵬
 

7
日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
 

8
日
（
水
）
 

上
野
小
学
校
入
学
式
 

市
場
小
学
校
入
学
式
 

9
日
（
木
）
中
学
校
入
学
式
 

17 

日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
 

29 

日
（
水
）
 

天
皇
誕
生
日
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し、 か
 

あ
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広
 

か
 

勤
め
を
や
め
た
ら
す
ぐ
 

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
 

い
ま
、
だ
れ
も
が
、
何
か
の
年
金
制
 

度
に
加
入
し
、
将
来
の
生
活
を
年
金
で
 

守
ろ
う
と
い
う
皆
年
金
の
時
代
で
す
。
 

そ
こ
で
も
し
、
あ
な
た
が
サ
ラ
リ
ー
 

マ
ン
を
や
め
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
 

の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
ら
、
そ
の
年
 

金
制
度
で
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
っ
け
 

る
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
 

必
ず
血
〈
さ
ん
と
ご
一
緒
に
国
民
年
金
に
 

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

（一一 

十
歳
か
ら
五
十
九
歳
の
間
〕
 

そ
う
し
な
い
と
、
せ
っ
か
く
の
そ
れ
 

ま
で
の
厚
生
年
金
な
ど
の
掛
金
が
ム
ダ
 

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
め
た
ら
す
ぐ
、
役
 

場
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
て
 

下
さ
い
。
 

つ
な
ぎ
合
わ
さ
れ
る
加
入
期
間
 

こ
の
よ
っ
に
、
国
民
年
金
に
加
入
手
 

続
き
タ
ャ
す
る
と
、
共
済
組
合
や
厚
生
年
 

金
の
加
入
期
間
と
国
民
年
金
の
加
入
期
 

間
（
滞
納
期
間
は
だ
め
）
は
つ
な
ぎ
合
 

わ
さ
れ
、
そ
の
A
員
期
間
が
一
定
期
間
 

（
原
則
二
十
五
年
、
昭
和
五
年
四
月
一
 

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
、
生
年
月
日
 

に
よ
り
昭
和
三
十
六
年
四
月
以
降
の
期
 

間
が
十
年
か
ら
二
十
四
年
に
短
縮
さ
れ
 

、
 

る
。
）
以
上
に
な
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
 

年
金
制
度
か
ら
、
そ
の
加
入
期
間
に
応
 

じ
た
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
肝
心
な
こ
と
は
、
加
入
期
間
に
 

空
白
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
で
す
。
 

あ
な
た
の
将
来
の
年
金
を
確
実
な
も
 

の
に
す
る
た
め
に
、
勤
め
を
や
め
た
ら
 

す
ぐ
役
場
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
 

を
す
ま
せ
て
下
さ
い
。
 

有
利
で
便
利
な
前
納
制
度
 

圏
 
納
め
忘
れ
が
防
げ
ま
す
 

つ
い
う
っ
か
り
の
納
め
忘
れ
が
な
く
 

な
り
、
万
一
の
と
き
の
障
害
、
母
子
な
 

ど
の
年
金
や
老
齢
年
金
を
受
け
る
権
利
 

が
守
ら
れ
ま
す
。
 

圏
 
手
数
が
省
か
れ
ま
す
 

年
に
何
回
も
分
け
て
納
め
る
手
間
が
 

か
か
り
ま
せ
ん
。
留
守
が
ち
の
人
に
便
 

利
で
す
。
 

圏
 
割
り
引
き
が
あ
り
ま
す
 

年
五
分
五
厘
の
複
利
計
算
で
割
り
引
 

き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
変
有
利
で
す
。
 

〈
四
月
に
前
納
し
た
場
合
〉
 

〇
定
額
保
険
料
の
一
年
前
納
額
5
2
、 

7
0
0
円
 
割
引
額
1
、
3
0
0
円
 

o
付
加
＋
定
額
保
険
料
の
一
年
前
納
額
 

5
7
、
3
8
0
円
 
割
引
額
1
、
4
 

2
0
円
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

主
婦
の
 

ー
そ
の
ニ
ー
 

か
か
り
や
す
い
病
気
 

圏
 
胃
腸
病
と
便
秘
 

主
婦
の
か
か
り
や
す
い
病
気
で
多
い
 

の
が
、
胃
腸
病
と
便
秘
で
す
。
こ
れ
は
 

食
べ
す
ぎ
や
飲
み
す
ぎ
に
よ
る
場
合
も
 

あ
り
ま
す
が
、
日
常
生
活
に
お
け
る
ス
 

ト
レ
ス
が
胃
腸
病
を
お
こ
し
た
り
、
腸
 

の
運
動
を
に
ぶ
く
し
て
、
便
通
を
悪
く
 

さ
せ
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

胃
腸
病
の
対
策
と
し
て
は
、
安
全
な
 

消
化
剤
（
ジ
ァ
ス
タ
ー
ゼ
か
酸
母
剤
）
 

！

一

 

i 

手
続
き
は
お
早
目
に
…
・
 

老
人
医
療
・
乳
幼
児
医
療
 

圏

老

人

医

療

証

に

つ

い

て

 

満
七
十
歳
の
誕
生
日
に
な
り
、
 

老
人
医
療
の
資
格
の
あ
る
方
は
、
 

次

の

よ

う

に

早

目

に

受

け

る

こ

 

と
が
で
き
ま
す
。
 

自

分

の

誕

生

日

が

一

日

生

ま

 

れ

の

人

は

、

自

分

の

誕

生

か

ら

 

に
な
り
ま
す
。
 

⑨

明

治

 44 

年

4

月

1

日

生

ま

 

れ

の

人

・

昭

和

 56 

年

4

月

1

 

日

か

ら

、

又

、

自

分

の

誕

生

 

日
が
2

日

か

ら

 30 

日
の
人
は
、
 

そ

の

月

の

1

日

よ

り

受

け

ら

 

れ
ま
す
。
 

を
の
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ス
ト
レ
 

ス
の
原
因
を
と
り
除
く
工
夫
や
、
気
持
 

を
楽
に
保
つ
努
力
も
必
要
で
す
。
便
秘
 

に
は
、
強
く
な
い
下
剤
を
利
用
（
漢
方
 

薬
で
強
く
な
く
、
効
果
的
な
下
剤
が
あ
 

る
）
し
ま
す
。
起
き
ぬ
け
に
一
杯
、
冷
 

た
い
牛
乳
や
水
を
の
む
の
も
効
果
が
あ
 

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
休
ん
で
い
た
腸
を
 

刺
激
し
て
活
動
さ
せ
る
か
ら
で
す
。
繊
 

維
の
多
い
食
事
（
い
も
や
野
菜
類
）
も
 

腸
の
活
動
を
促
し
ま
す
。
 

し
か
し
、
同
時
に
毎
日
規
則
正
し
い
 

生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
と
 

に
、
朝
早
目
に
起
き
、
ゆ
っ
た
り
し
た
 

気
分
で
食
事
を
し
、
毎
日
決
っ
た
時
間
 

に
ト
イ
レ
に
行
く
習
慣
を
つ
け
る
と
、
 

便
通
は
整
っ
て
き
ま
す
。
 

女
性
の
場
合
、
あ
わ
た
だ
し
い
生
活
 

が
、
し
ば
し
ば
便
秘
の
原
因
と
な
っ
た
 

⑨

明

治

 44 

年

4

月

2

日

か

ら

 

30 

日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
・
 

昭

和

 56 
年
4
月
1

日
よ
り
受
け
 

ら
れ
ま
す
。
（
こ
の
方
は
約
1
カ
 

月
間
早
く
受
け
ら
れ
ま
す
。
）
 

圏
乳
幼
児
医
療
証
に
つ
い
て
 

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
日
か
ら
ー
カ
 

月
以
内
に
手
続
き
か
ユ
9
る
と
誕
生
日
か
 

ら
無
料
と
な
り
ま
す
。
ー
カ
月
を
過
ぎ
 

ま
す
と
申
請
の
日
の
月
の
初
日
か
ら
し
 

か
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
 

Hー】H 
11 
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】
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】
】
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】
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】
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【
【
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【
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H
甘【 
1
1
 

甘
】
】
甘
【
】
甘
】
 

差

別

を

な

く

す

た

め

に

 

部
落
は
全
体
と
し
て
社
会
的
に
貧
困
 

の
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
 
一
般
的
貧
困
 

て
ん
け
い
 

の
典
型
と
も
い
う
べ
き
、
い
わ
ゆ
る
ス
 

ラ
ム
と
部
落
は
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
の
 

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
両
者
は
、
ど
こ
が
 

ち
が
う
の
で
し
ょ
う
か
。
 

…
大
阪
の
あ
い
り
ん
地
区
（
も
と
の
 

釜
ケ
崎
）
や
東
京
の
山
谷
な
ど
は
東
西
 

の
ス
ラ
ム
街
の
典
型
と
い
え
ま
す
。
東
 

京
の
ス
ラ
ム
は
山
谷
な
ど
を
の
ぞ
い
て
、
 

！
」
ん
ヒ
 

関
東
大
震
災
、
今
次
の
大
戦
に
よ
る
一
一
 

し
よ
う
ど
 
か
 

へ
ん
て
ん
い
ど
1
 

度
の
焦
土
化
に
よ
っ
て
変
転
移
動
し
て
 

お
り
、
そ
の
点
ま
こ
と
に
流
動
的
に
、
 

地
域
的
に
は
部
落
と
ほ
と
ん
ど
関
係
の
 

な
い
も
の
が
多
い
の
が
特
色
で
す
。
 

こ
れ
に
対
し
関
西
の
ス
ラ
ム
は
、
大
 

阪
、
京
都
、
神
戸
な
ど
の
よ
っ
に
ほ
と
 

、
え
せ
つ
 

ん
ど
部
落
と
近
接
し
て
い
る
の
が
特
徴
。
 

と
こ
ろ
で
部
落
と
ス
ラ
ム
は
、
貧
困
 

と
社
ム
ー
 

低
位
性
と
い
う
点
で
は
共
通
 

ゆ
ら
い
 

し
ま
す
が
、
そ
の
成
立
の
由
来
と
性
格
 

い
し
つ
て
き
 

は
た
ぶ
ん
に
異
質
的
と
い
え
ま
す
。
ス
 

ラ
ム
は
近
代
の
資
本
主
義
社
会
が
生
ん
 

だ
貧
困
そ
の
も
の
で
す
。
ま
た
人
々
の
 

出
入
が
は
げ
し
く
、
そ
れ
を
構
成
す
る
 

人
々
の
間
に
は
流
動
性
が
著
し
く
、
ま
 

き
は
く
 

た
血
縁
的
関
係
は
す
こ
ぶ
る
稀
薄
で
す
。
 

さ
ら
に
そ
こ
に
い
る
人
々
は
、
自
ら
の
 

せ
ん
た
く
 

撰
択
で
一
時
的
に
そ
こ
を
居
住
地
と
し
 

て
い
る
点
が
多
い
こ
と
で
す
。
ス
ラ
ム
 

に
生
れ
一
生
を
ス
ラ
ム
で
送
っ
た
と
い
 

/
 

町
内
野
犬
狩
り
で
 

一
 

一
 

」

 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一 

13 

頭
を
捕
獲
 

三
月
五
日
（
木
）
、
田
川
、
添
田
両
保
健
 

所
に
よ
り
、
赤
池
町
内
全
域
に
わ
た
る
 

野
犬
狩
り
が
行
わ
れ
、
十
三
頭
の
野
犬
 

を
捕
獲
し
ま
し
た
。
 

前
月
号
の
広
報
紙
で
も
す
で
に
お
知
 

ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
犬
に
よ
る
 

事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
飼
犬
を
し
て
 

い
る
方
は
、
必
ず
ク
サ
リ
等
で
つ
な
い
 

で
お
く
よ
フ
に
し
て
下
さ
い
。
 

こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に
実
施
し
ま
す
 

の
で
、
飼
主
の
皆
さ
ん
は
犬
を
つ
な
い
 

で
、
正
し
く
飼
う
ょ
う
に
お
願
い
を
い
 

た
し
ま
す
。
 

【
捕
獲
さ
れ
た
野
犬
・
岩
屋
組
附
近
で
】
 

又
、
狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録
は
是
 

非
受
け
る
よ
フ
に
、
あ
わ
せ
て
お
願
い
 

い
た
し
ま
す
。
 

り
す
る
か
ら
で
す
。
体
操
や
ス
ポ
ー
ツ
 

で
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
は
、
胃
腸
病
 

に
も
便
秘
に
も
有
効
で
す
。
 

圏
 

冷

え

症

 

冷
え
症
は
二
十
歳
前
後
に
多
く
、
結
 

婚
、
妊
娠
に
よ
っ
て
減
っ
て
い
き
ま
す
 

が
、
更
年
期
に
入
る
と
、
再
び
増
え
出
 

す
と
い
わ
れ
ま
す
。
 

冬
で
も
夏
で
も
、
足
先
を
冷
や
す
と
 

腹
部
や
内
臓
の
血
液
循
環
が
悪
く
な
り
、
 

生
理
不
順
を
始
め
と
す
る
子
宮
内
膜
の
 

故
障
、
卵
巣
の
働
き
の
低
下
で
ホ
ル
モ
 

ン
分
秘
が
悪
く
な
る
な
ど
の
症
状
が
あ
 

ら
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
冷
え
症
で
す
。
 

冷
え
症
は
、
脚
、
腰
、
デ
ン
部
、
下
 

ノ 

医
椿
響
《
は
自
己
支
払
い
と
な
り
ま
す
。
 

次
の
よ
う
な
場
合
は
係
に
届
け
て
下
 

さ
い
。
 

①
保
険
証
に
異
動
が
あ
っ
た
時
 

②
転
入
の
時
（
他
市
町
村
か
ら
の
時
は
 

た
だ
ち
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
）
 

③
転
出
の
時
（
必
ず
医
療
証
を
返
し
て
 

下
さ
い
。
そ
し
て
新
し
い
住
所
地
で
 

た
だ
ち
に
医
療
証
の
手
続
き
を
し
て
 

下
さ
い
。
 

※
詳
し
い
こ
と
は
福
祉
係
へ
ど
う
ぞ
。
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約
が
多
く
、
部
落
内
に
は
血
縁
的
、
親
 

の
う
一
●
っ
 

族
的
関
係
が
濃
厚
で
あ
る
点
で
ち
が
っ
 

て
い
ま
す
。
ま
た
部
落
の
貧
困
は
、
昨
 

日
や
今
日
に
お
こ
っ
た
も
の
で
な
く
、
 

ぐ
フ
ぜ
ん
せ
い
 

ま
た
、
た
ま
た
ま
の
偶
然
性
ー
た
と
 

え
ば
交
通
事
故
や
病
気
で
一
家
の
働
き
 

手
を
失
っ
た
と
か
、
事
業
に
失
敗
し
た
 

と
か
、
火
災
や
水
害
な
ど
の
人
災
や
天
 

お
●
り
い
 

災
で
に
わ
か
に
貧
困
に
陥
っ
た
と
か
い
 

う
性
質
の
も
の
で
な
く
、
長
い
間
の
、
 

同
和
問
題
を
全
町
民
の
も
の
に
 

う
人
は
、
き
わ
め
て
稀
で
し
ょ
う
。
ほ
 

と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
 

う
。
こ
れ
に
対
し
て
部
落
は
、
ス
ラ
ム
 

に
集
中
的
に
示
さ
れ
る
一
般
的
貧
困
と
 

い
せ
い
 

ち
が
っ
て
、
前
？
専
代
的
な
身
分
遺
制
が
 

つ
き
ま
と
っ
て
い
る
こ
と
。
た
ん
な
る
 

近
代
的
一
般
の
貧
困
で
は
な
い
と
い
う
 

点
が
特
色
で
す
。
部
落
に
も
も
ち
ろ
ん
 

出
入
の
流
動
性
は
あ
り
ま
す
が
、
ス
ラ
 

ム
に
く
ら
べ
る
と
そ
れ
は
き
わ
め
て
制
 

と
く
に
近
代
百
年
の
政
治
的
、
経
済
的
、
 

る
い
せ
き
 

そ
し
て
社
会
的
差
別
の
累
積
の
結
果
と
 

し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
原
則
 

的
に
は
、
部
落
に
い
る
こ
と
は
自
ら
の
 

意
志
で
、
昨
日
や
今
日
に
そ
こ
に
住
み
 

つ
い
た
と
い
う
性
質
の
も
の
で
な
い
・
」
 

こ
と
か
一
 

と
で
ス
ラ
ム
と
異
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
 

た
ま
部
落
で
生
れ
、
部
落
で
育
っ
た
か
 

ら
部
落
の
人
と
い
わ
れ
る
の
で
す
。
部
 

落
で
生
れ
、
部
落
で
育
ち
、
部
落
で
一
 

生
を
送
っ
た
人
々
 

々
部
落
で
過
し
て
 

多
い
わ
け
で
す
。
 

ー
 

ー
ー
 1
1
 "
H
【

H
】
 1
1
 一
】
一
一
 

、
あ
る
い
は
親
子
代
一
 

し
る
人
々
カ
非
常
ー
一
 

ス
ラ
ム
の
貧
困
か
ら
障
出
し
て
社
会
 

的
地
位
や
経
済
カ
を
得
た
人
の
場
合
、
 

彼
は
ス
ラ
ム
に
い
た
前
歴
を
必
ず
し
も
 

か
く
し
だ
て
す
る
必
要
は
な
い
で
し
ょ
 

う
。
と
き
に
よ
っ
て
は
む
し
ろ
立
身
出
 

世
の
美
談
と
し
て
世
間
や
マ
ス
コ
ミ
に
 

迎
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
こ
 

ろ
が
部
落
を
は
な
れ
て
世
間
に
安
定
し
 

い
と
な
 

た
生
活
を
営
み
、
あ
る
い
は
経
済
力
を
 

た
か
め
、
ま
た
立
身
出
世
し
た
場
合
、
 

お
そ
ら
く
、
大
多
数
の
人
々
は
、
そ
の
 

部
落
出
身
で
あ
る
こ
と
を
秘
せ
ざ
る
を
 

え
な
い
の
が
、
今
日
の
実
情
で
あ
る
こ
 

と
は
事
実
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
 

全
国
の
部
落
の
被
差
別
状
況
が
な
く
な
 

ら
な
い
か
ぎ
り
、
小
説
「
破
戒
」
 
の
主
 

、
、
っ
ひ
て
き
 

人
公
の
瀬
川
丑
松
の
挑
』
避
的
傾
向
は
た
 

え
ず
再
生
産
さ
れ
ま
す
し
、
ま
た
そ
れ
 

せ
 

タ
量
貝
め
る
こ
と
は
必
ず
し
も
で
き
な
い
 

と
い
う
実
情
が
あ
る
の
で
す
。
つ
づ
く
 

腹
部
が
冷
え
た
り
、
痛
ん
だ
り
と
い
っ
 

た
状
態
だ
け
で
な
く
、
種
々
の
愁
訴
を
 

伴
い
ま
す
。
疲
れ
や
す
い
、
だ
る
い
、
 

顔
色
が
悪
い
、
目
の
疲
れ
、
め
ま
い
な
 

ど
で
す
。
 

カ
ゼ
を
引
き
や
す
く
、
春
に
な
る
と
 

治
ら
な
い
と
い
っ
た
人
も
多
く
、
体
質
 

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
冷
え
 

症
の
解
決
に
は
、
全
身
を
鍛
練
す
る
方
 

向
で
努
力
し
な
い
と
う
ま
く
い
き
ま
せ
 

ん
。
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
か
ら
だ
を
鍛
え
 

る
こ
と
、
朝
晩
の
乾
布
ま
さ
つ
な
ど
も
 

有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

国
民
年
金
・
国
保
シ
リ
ー
ズ
に
ご
意
 

見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄
せ
下
さ
い
。
 

j 

老
人
ホ
ー
ム
『
天
郷
荘
』
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一 

を
三
味
線
・
民
謡
慰
間
 

三
月
四
日
（
水
）
午
後
一
時
か
ら
、
暁
 

会
「
小
竹
町
」
七
福
教
室
（
入
江
一
弘
 

先
生
）
八
人
が
、
町
立
養
護
老
人
ホ
ー
 

ム
天
郷
荘
（
松
尾
重
男
荘
長
、
三
十
八
 

人
）
を
力
三
味
線
一
 

“
民
謡
）
 

“
踊
り
 

）
の
慰
間
を
し
ま
し
た
。
 

七
福
暁
会
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
 

入
江
一
弘
先
生
（
直
方
市
）
の
も
と
で
 

始
め
て
二
年
余
り
で
す
が
、
三
味
線
の
 

バ
チ
さ
ば
き
な
ど
は
素
晴
ら
し
い
も
の
 

で
、
入
江
先
生
と
の
息
も
ぴ
っ
た
り
。
 

先
生
は
、
現
在
直
方
市
で
百
人
の
生
 

徒
を
か
か
え
て
お
り
、
こ
の
日
は
持
曲
 

の
一
部
を
お
年
寄
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
 

三
味
線
に
よ
る
流
行
歌
「
人
生
劇
場
」
 

か
ら
最
近
の
「
帰
っ
て
こ
い
よ
」
、
又
、
 

軍
歌
「
同
期
の
桜
」
 

「
進
軍
」
な
ど
一
一
 

十
曲
を
披
露
。
こ
の
ほ
か
、
民
謡
「
し
 

ゃ
ん
し
ゃ
ん
馬
道
中
」
や
踊
り
と
は
ば
 

広
い
芸
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

お
年
寄
り
た
ち
は
、
息
の
あ
っ
た
三
 

味
線
の
】
曲
一
曲
に
さ
か
ん
な
拍
手
を
 

お
く
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
 

ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
 

「
い
つ
ま
で
も
お
ル
気
 

で
長
生
き
し
て
下
さ
い
。
」
と
お
年
寄
り
 

に
ミ
カ
ン
二
箱
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ま
た
、
 

先
月
“
カ
ラ
ォ
ケ
慰
問
方
し
た
市
場
の
 

早
谷
康
恵
さ
ん
か
ら
こ
の
日
、
店
の
お
 

つ
り
銭
で
た
ま
っ
た
一
万
一
千
五
百
四
 

十
二
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
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九
区
公
民
館
俳
句
会
 

三
木
 
春
翁
 

昨
年
の
六
月
】
日
発
足
以
来
、
毎
月
 

二
回
の
句
会
を
一
回
の
休
会
も
な
く
続
 

け
て
参
り
ま
し
た
。
 

「
花
鳥
を
愛
し
、
 

人
生
を
楓
詠
す
る
楽
し
い
句
会
と
し
、
 

赤
池
の
地
に
俳
句
の
芽
が
育
ち
、
開
花
 

す
る
よ
っ
期
待
」
す
る
、
舌
日
に
添
っ
て
 

会
貝
一
同
、
懸
命
の
努
力
を
続
け
て
参
 

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
そ
の
一
端
を
発
表
 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

!
!
!
!
!
!
!
!
 

【
自
慢
の
タ
コ
を
手
に
し
た
チ
ビ
ッ
子
た
ち
】
 

伊
藤
玉
泉
 

●
折
鶴
蘭
白
い
小
さ
な
花
を
つ
け
 

●
鬼
や
ん
ま
止
り
し
花
弁
地
に
落
ち
て
 

●
】
輪
の
蓮
花
な
れ
ど
満
足
し
 

●
柿
大
樹
冬
の
陽
ざ
し
に
影
落
し
 

●
読
書
倦
み
静
か
に
柚
子
湯
ひ
た
り
け
 

乾
 
信
子
 

●
打
水
や
昼
の
ぬ
く
み
を
た
だ
よ
わ
せ
 

●
子
供
等
に
闇
と
り
ま
け
る
花
火
か
な
 

あ
 
か
お
け
 

●
関
伽
桶
に
枯
一
 

ゆ
れ
ゆ
く
一
人
径
 

●
足
音
も
そ
の
人
の
も
の
星
の
冷
ゆ
 

●
我
が
影
を
部
屋
一
杯
に
夜
な
べ
か
な
 

●
煙
草
投
げ
焚
火
終
り
し
人
夫
か
な
 

●
流
れ
寄
る
煙
や
さ
し
き
冬
木
か
な
 

●
昼
の
日
を
窓
に
商
家
の
初
湯
か
な
 

大
池
】
枝
 

●
し
つ
こ
く
も
梅
雨
前
線
居
座
り
か
 

●
歩
く
と
は
気
の
は
れ
る
も
の
冬
日
和
 

●
冬
の
月
し
ず
か
に
雲
間
流
れ
行
く
 

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
 

子
ど
も
自
作
ダ
コ
の
競
演
 

第
五
回
子
供
会
タ
コ
揚
げ
大
会
 

春
風
に
乗
っ
て
フ
ワ
リ
、
フ
ワ
リ
と
 

舞
い
揚
が
る
手
作
り
ダ
コ
。
 

二
月
二
十
五
日
（
日
）
午
前
十
時
か
ら
 

赤
池
町
教
育
委
貝
会
主
催
の
子
供
会
手
 

作
り
タ
コ
揚
げ
大
会
が
、
町
民
会
館
裏
 

駐
車
場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
に
参
加
し
た
の
は
、
町
内
 

子
供
会
の
子
供
た
ち
約
九
十
人
、
大
人
 

約
五
十
人
が
参
加
。
今
年
で
五
回
を
迎
 

、

、

ー

 

●
待
ち
わ
び
て
雲
間
を
出
ず
る
十
三
夜
 

●
冬
空
の
青
さ
目
に
し
む
墓
呆
は
 

折
ー
チ
ェ
子
 

●
新
緑
の
手
も
染
ま
る
か
に
雨
降
れ
る
 

●
タ
ぐ
れ
や
ほ
の
か
に
白
き
菱
の
花
 

●
冷
害
の
軽
き
稲
穂
も
少
し
垂
れ
 

●
つ
い
ば
み
し
木
の
実
の
ー
つ
こ
ぽ
れ
 

か」り 

●
ま
ま
ご
と
に
紅
葉
色
々
並
べ
を
り
 

●
霜
朝
や
足
跡
だ
け
が
消
え
残
り
 

●
小
寒
や
寄
り
添
う
ご
と
く
金
魚
鉢
 

●
丹
誠
に
こ
た
え
く
れ
し
か
鉢
の
梅
 

川
原
シ
ゲ
ノ
 

●
バ
ラ
庭
を
か
い
ま
の
ぞ
き
て
黙
礼
す
 

●
百
日
紅
亡
夫
遺
愛
の
寵
に
活
け
 

●
老
の
身
の
更
衣
に
も
歴
史
あ
り
 

●
媛
炉
据
へ
茶
の
間
は
更
に
雑
然
と
 

●
雪
解
け
の
木
屑
現
わ
れ
焚
火
あ
と
 

●
隻
剛
に
一
句
捧
げ
て
年
お
く
る
 

●
弾
き
初
め
の
六
段
だ
け
は
健
在
に
 

え
る
こ
の
大
会
は
、
自
慢
の
手
作
り
ダ
 

コ
を
大
空
高
く
揚
げ
よ
っ
と
、
チ
ピ
ッ
 

子
た
ち
は
年
々
数
を
増
す
ば
か
り
…
。
 

こ
の
日
も
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
タ
 

コ
を
手
に
会
場
を
う
ず
め
、
天
候
も
快
 

晴
と
あ
っ
て
絶
好
の
タ
コ
揚
げ
日
和
と
 

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
い
に
く
風
 

が
弱
か
っ
た
た
め
か
、
思
っ
よ
っ
に
揚
 

が
ら
な
い
も
の
も
あ
り
、
再
三
の
チ
ャ
 

レ
ン
ジ
に
、
や
っ
と
大
空
高
く
舞
う
タ
 

コ
の
競
演
は
、
子
供
た
ち
の
夢
と
希
望
 

が
満
ち
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
日
曜
日
 

の
せ
い
も
あ
っ
て
、
父
兄
も
大
勢
詰
め
 

か
け
、
駐
車
場
は
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。
 

●
万
年
青
活
け
玄
関
す
で
に
春
タ
経
m
つ
 

本
多
ノ
三
千
女
 

●
突
堤
に
夏
汐
く
だ
け
船
出
入
 

●
子
供
等
の
力
泳
旗
を
め
ざ
し
つ
つ
 

●
石
悌
の
胸
当
白
く
木
の
実
落
つ
 

●
南
天
の
実
の
赤
々
と
一
軒
家
 

●
音
も
な
く
降
る
雪
の
夜
や
卵
酒
 

●
タ
暮
の
冬
の
鼻
打
つ
農
夫
か
な
 

●
寒
鶏
五
十
羽
ま
で
は
か
ぞ
へ
け
り
 

●
壁
掛
の
白
玉
椿
落
ち
に
け
り
 

西
郷
里
未
子
 

●
計
を
き
き
て
山
茶
花
の
白
闇
に
浮
く
 

●
通
夜
の
客
ま
ば
ら
に
な
り
て
夜
寒
か
 

な
 

●
落
葉
焚
き
煙
の
臭
鉢
に
し
み
て
 

●
凧
の
夜
明
ベ
ル
鳴
り
義
兄
逝
く
と
 

●
病
室
の
外
は
お
だ
や
か
冬
日
和
 

●
初
句
会
手
料
理
も
あ
り
和
や
か
に
 

」
禾
春
翁
 

●
町
長
の
出
水
見
回
る
雨
の
中
 

●
独
り
居
の
庭
に
紫
式
部
濃
く
 

●
読
み
す
す
む
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
秋
 

深
し
 

●
雨
に
散
る
桐
の
枯
葉
の
荒
々
し
 

●
彩
り
を
必
死
に
残
し
冬
紅
葉
 

●
枯
野
来
て
人
な
つ
か
し
む
心
ふ
と
 

●
雑
杏
に
紛
れ
て
吾
も
歳
の
市
 

●
行
く
年
の
神
の
灯
を
明
々
と
 

●
箪
笥
背
に
妻
う
と
う
と
と
日
脚
伸
ぶ
 

●
野
の
息
吹
人
の
息
吹
の
春
を
待
つ
 

つ
 
れ

づ

 れ
 
に
 

⑩
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
た
か
し
 

) 

●
女
工
ー
に
倒
れ
月
余
の
冬
龍
り
 

●
尿
の
音
し
び
ん
に
さ
び
し
春
を
待
つ
 

●
床
の
中
み
か
ん
冷
た
し
甘
き
汁
 

●
血
圧
の
高
下
気
に
し
て
霜
の
朝
 

●
有
り
難
し
ベ
ッ
ド
に
賜
る
冬
日
射
し
 

駐在員の証明を 

廃止しました

住所の異動届など・・・・ 

赤
池
町
で
は
、
 

住
所
の
異
動
届
 

（
転
入
、
転
出
、
町
内
異
動
）
の
 

際
に
駐
在
貝
の
証
明
を
必
要
と
し
 

て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
が
こ
 

の
こ
と
を
ご
存
知
で
な
く
、
又
駐
 

在
員
の
方
が
勤
務
等
で
不
在
の
た
 

め
、
何
度
も
足
を
運
ぶ
結
果
と
な
 

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
い
ま
 

だ
に
こ
の
証
明
を
必
要
と
し
て
い
 

る
市
町
村
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
又
 

各
駐
在
貝
の
方
た
ち
の
ア
ン
ケ
ー
 

ト
の
結
果
か
ら
も
、
四
月
一
日
か
 

ら
廃
止
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
 

今
後
、
異
動
届
が
出
た
場
合
は
、
 

そ
の
駐
在
の
駐
在
貝
あ
て
に
役
場
 

戸
籍
係
か
ら
異
動
者
の
氏
名
等
を
 

通
知
致
し
ま
す
。
 

戸
籍
住
民
係
 

!
 

昭和56年4月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

◆
納
期
前
納
に
つ
い
て
 

先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
 

し
た
が
、
今
月
は
固
定
資
産
税
の
第
一
 

期
分
の
納
期
月
で
す
。
第
一
期
分
の
納
 

付
書
の
配
布
時
に
、
第
四
期
分
ま
で
の
 

納
付
書
も
あ
わ
せ
て
お
手
元
に
お
届
け
 

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

是
非
、
こ
の
制
度
の
ご
利
用
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

一
期
分
を
納
付
さ
れ
る
と
き
、
二
期
、
 

三
期
、
四
期
分
も
同
時
に
納
め
て
い
た
 

だ
く
こ
の
制
度
は
、
納
期
毎
に
納
め
る
 

手
数
が
は
ぶ
け
る
こ
と
と
、
納
期
前
納
 

付
割
戻
金
（
四
月
十
五
日
ま
で
に
納
め
 

る
と
、
ニ
期
分
の
税
額
の
塑
期
、
五
月
 

十
五
日
ま
で
旦
伽
、
六
月
十
五
日
ま
で
 

辺
期
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
あ
り
、
大
変
有
 

利
と
な
り
ま
す
。
 

◇
国
臣
《
健
康
保
険
税
の
完
納
に
つ
い
て
 

エンゼルクイズ 

『~‘でI=1 "I■盲， 、I 
‘弟；ルIど」円“」 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、大相撲春場所の優勝力士はだれ？ 

④北の湖 ⑧千代の富士 ＠隆の里 

2 、次のうち、横溝正史の作品はどれ？ 

④華やかな野獣 ⑧人間の証明 ＠陰獣 

3 、 "110番，．の正式名称は？ 

④警察通報用電話 ⑧警察専用電話 

⑥警察連絡用電話 

4、東京都に隣接する県は全部でいくつ？ 

④3つ ⑧4っ ＠5つ 

5 、日本で最初に駅弁が発売された駅は？ 

⑧品川 ⑧横浜 ＠）宇都宮 

碗寡の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、4月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンセりレクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

>例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第55回の解答】 

1 ⑧ 2 ⑧ 3 @ 

I 

納
め
忘
れ
を
し
て
い
る
方
が
一
部
あ
 

り
ま
す
。
A
「
子
？
ぐ
に
納
税
し
て
下
さ
い
。
 

国
保
は
特
別
会
計
で
す
。
皆
さ
ん
の
 

税
金
と
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
で
運
営
 

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
税
金
の
収
納
率
が
 

悪
い
と
国
一
県
か
ら
の
補
助
金
が
大
幅
 

に
削
ら
れ
、
国
保
の
会
計
は
苦
し
く
な
 

り
、
又
、
皆
さ
ん
の
保
険
税
は
高
く
な
 

り
ま
す
。
保
険
税
を
早
く
完
納
し
て
、
 

国
庫
補
助
金
ュ
ゲ
尊
ノ
く
も
ら
い
、
国
保
の
 

健
全
な
事
業
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
自
分
 

た
ち
の
税
金
窒
女
く
す
る
よ
う
に
い
た
 

し
ま
し
ょ
、
つ
。
 

◆
年
金
受
給
者
及
び
特
開
、
開
就
、
緊
 

就
で
働
い
て
い
る
方
の
住
民
税
の
申
 

告
に
つ
い
て
 

年
金
受
給
者
並
び
に
特
開
、
開
就
、
 

緊
就
で
働
い
て
い
る
方
の
所
得
に
つ
い
 

て
は
役
場
に
資
料
が
あ
り
ま
す
が
、
税
 

額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
生
命
保
険
 

料
、
医
痔
一
、
災
害
、
盗
難
、
横
領
等
 

の
あ
っ
た
場
合
の
雑
損
控
除
等
の
資
料
 

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
控
除
の
対
象
と
 

な
り
ま
す
領
収
書
や
関
係
資
料
を
係
に
 

提
出
し
て
、
税
金
の
控
除
の
申
告
を
し
 

て
下
さ
い
。
 

税
務
徴
収
課
 

固定資産税 

① ⑨ 
第 1 期分） （納期限4 月30日） 

―町税は納期内に納めましょう ― 

税務徴収課 

I
、 

J 

1 

ア

ッ

ク

確

定

申

告

に

 

問

違

い

が

 

で
も
、
心
配
い
り
ま
せ
ん
。
税
務
署
 

に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
出
し
た
後
 

で
、
申
告
内
容
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
 

気
付
い
た
と
き
は
、
正
し
い
申
告
に
や
 

り
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

例
え
ば
、
社
会
保
険
料
控
除
や
扶
養
 

控
除
な
ど
タ
善
き
忘
れ
た
た
め
に
、
税
 

金
を
実
際
よ
り
多
く
支
払
っ
た
場
合
は
、
 

「
更
正
の
請
求
」
手
続
き
か
干
る
こ
と
 

で
税
金
の
還
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
「
更
 

正
の
請
求
」
 
が
で
き
る
の
は
、
来
年
の
 

三
月
十
六
日
ま
で
で
す
。
 

ま
た
、
所
得
を
実
際
よ
り
少
な
く
申
 

告
し
て
い
た
よ
っ
な
場
合
は
、
 

「
修
正
 

申
告
」
に
よ
り
正
し
い
金
額
に
訂
正
す
 

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
用
紙
は
、
税
務
署
に
用
意
 

し
て
あ
り
ま
す
の
で
手
続
き
な
ど
詳
し
 

い
こ
と
は
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

④
 

に
J
 ④

 
4
 

【正解者】 

今回の応募総数1(）通のうち、正解者はあり 

ませんでした。 

クイズの記念品を是非あなたに 

文書広報係では、ェンゼルクイズの応 

募を多数お待ちしております。正解者に 

は記念となる品物を数々用意しておりま 

すので、ふるって応募下さい。 
一
 

」
 

」
 

」
 

「
 

」
 

」
 

」
 

「
 

」
 

」
 

一

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

3
月
 18 

日
現
在
 

金
一
封
 
桑
野
 

博
（
高
尾
）
 

「寄 

付〕 

圏
桑
野
勝
正
（
桑
野
組
）
百
万
円
 

圏
同
和
地
区
建
設
業
組
合
 
五
十
万
円
 

ー
敬
称
略
ー
 

〈
今
月
の
相
談
日
〉
 

7
日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
m
) 

17 

日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
押
タ
m
) 

27 

日
（
月
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

今
月
は
、
1
日
（
水
）
の
心
配
ご
と
相
 

談
日
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
旨
お
 

知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

〔4月の休館日〕 

6 日、-13日、20日 

27日、29日 

〔演 芸 日〕 

2 日、 5 日、 9 日 

12日、16日、19日 

23日、26日、30日 

I 
I 

1 

〔福祉バス運行日〕 

1日、2日、4日、5日、8日 

9 日、11日、12日、15日 

16日、18日、19日、22日 

23日、25日、26日、30日 

〔仏教法話会〕 

15日困 午前n時より 
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保
険
証
の
有
効
期
限
は
 

56 

年
3
月
 31 

日
ま
で
 

s

国
民
健
康
保
険
ー
 

国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
、
保
 

険
証
の
有
効
期
限
は
、
昭
和
五
十
六
年
 

三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
 

す
。
検
認
の
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
早
 

く
検
認
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。
 

検
認
の
な
い
国
民
健
康
保
険
証
で
は
、
 

医
療
機
関
等
で
診
療
が
受
け
ら
れ
ま
せ
 

ん。 

56 

年
度
町
育
英
資
金
 

受
給
希
望
者
の
公
募
 

▼
受
給
資
格
 
①
町
内
に
1
年
以
上
在
 

住
す
る
も
の
②
身
体
強
健
で
学
業
優
 

秀
な
も
の
③
品
行
方
正
で
志
操
堅
実
 

で
在
学
校
長
の
推
せ
ん
す
る
も
の
 

▼
貸
与
額
と
貸
与
人
員
 
爪
里
局
等
学
校
 

又
は
こ
れ
と
同
程
度
の
学
校
【
3
名
 

※
月
額
 
1
人
5
千
円
 

※
入
学
支
度
金
 
1
人
1
万
5
千
円
 

②
大
学
（
短
大
含
む
）
り
2
名
 

※
月
額
 
1
人
1
万
円
 

、 

※
入
学
支
度
金
 
1
人
3
万
円
 

▼
貸
与
の
期
間
 
貸
与
を
開
始
し
た
時
 

か
ら
奨
学
生
が
在
学
す
る
学
校
の
正
 

期
の
修
学
期
間
と
す
る
。
 

▼
貸
」
与
基
皿
の
返
還
 

卒
業
の
1
年
後
か
 

ら
次
の
と
お
り
で
す
。
 

※
 20 

万
円
未
満
廿
5
年
以
内
 

※
 20 

万
円
以
上
廿
 10 

年
以
内
 

▼
受
付
期
間
 
4
月
 13 

日
1
4
月
 30 

日
 

▼
提
出
書
類
 
教
育
委
員
会
に
保
管
 

▼
そ
の
他
 
詳
し
い
こ
と
は
赤
池
町
教
 

育
委
員
会
学
校
教
育
係
ま
で
お
間
い
 

合
わ
せ
下
さ
い
。
固
4
1
0
0
番
 

春
期
狂
犬
病
予
防
注
射
 

春
期
狂
犬
病
予
防
注
射
と
畜
犬
登
録
 

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
 

1
0H
囲 

9H
困
 

8
H
困
 

4
月
／
日
 

赤
池
町
役
場
 

赤
池
駅
前
公
園
 

赤
池
商
事
前
 

八
区
（
立
花
利
光
氏
宝
則
 

草
場
集
会
所
 

四
区
公
民
館
 

大
浦
共
同
作
業
所
前
 

老
人
ホ
ー
ム
 

場
 

所
 

13:00 
I 

15:00 
10:00 

I 
12:00 

13:00 
I 

15:00 
11:00 

I 
12:00 

9:30 
I 

10:30 
13:00 

I 
15:00 

11:00 
I 

12:00 
9:30 
I 

10:30 
時
 
間
 

o
登
録
手
数
料
 

〇
注
射
手
数
料
 

2
、
0
0
0
円
 

1
、
1
0
0
円
 

“
飼
犬
の
放
し
飼
い
は
危
険
で
す
4
 

飼
犬
の
飼
育
を
や
め
る
と
き
は
、
社
 

会
衛
生
係
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。
 

巡
回
交
通
事
故
相
談
 

▼
と
き
 

〇
4
月
7

日
関
 

飯
塚
市
 

〇
4
月
8

日
困
 
直
方
市
 
田
川
市
 

〇
4
月
 21 

日
関
 

飯
塚
市
 

〇
4
月
 22 

日
困
 
田
川
市
 

（
午
前
 10 

時
ー
午
後
4
時
ま
で
）
 

▼
と
こ
ろ
 

o
直
方
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
0
9
4
9
2
→
②
→
4
1
1
1
 

〇
飯
塚
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
0
9
4
8
2
→
②
→
5
5
0
0
 

o
田
川
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

固
0
9
4
7
4
→
④
→
2
0
0
0
 

設
備
貸
与
制
度
を
 

ご
利
用
下
さ
い
 

中
小
企
業
者
の
方
が
、
新
鋭
設
備
を
 

導
入
し
て
、
作
業
工
程
の
合
理
化
や
生
 

産
性
の
向
上
を
は
か
り
た
い
と
き
、
協
 

会
に
申
し
込
み
に
な
れ
ば
、
協
会
が
そ
 

の
設
備
を
、
希
望
さ
れ
る
機
械
設
備
メ
 

ー
カ
ー
又
は
商
社
か
ら
現
金
で
購
入
し
、
 

長
期
・
低
利
の
分
割
払
い
に
よ
り
、
中
 

小
企
業
者
の
方
に
買
取
っ
て
い
た
だ
く
 

貸
与
制
度
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

▼
申
込
受
付
期
間
 
3
月
 16 

日
よ
り
予
 

算
額
に
達
す
る
ま
で
。
 

▼
昭
和
 56 

年
度
予
算
額
 
8
億
円
 

▼
申
込
窓
口
 
設
備
設
置
場
所
の
商
工
 

会
議
所
・
商
工
会
 

▼
貸
与
限
度
額
 

一
企
業
二
十
万
円
か
 

ら
千
五
百
万
円
ま
で
。
 

▼
貸
与
期
間
 
4

・
5
年
（
公
害
設
備
 

は
 10 

年） 

▼
返
済
方
法
 
均
等
半
年
賦
払
 

▼
貸
与
損
料
 

（
金
利
）
年
利
率
5
%
 

▼
利
用
資
格
 
県
内
に
工
場
又
は
事
業
 

所
を
持
つ
企
業
で
、
 
一
年
以
上
の
事
 

業
実
績
の
あ
る
者
。
 

▼
そ
の
他
 
条
件
等
詳
し
い
こ
と
は
、
 

も
よ
り
の
商
工
会
議
所
、
商
工
会
又
 

は
貸
与
協
会
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

財
福
岡
県
中
小
企
業
設
備
貸
与
協
会
 

（
福
岡
県
商
工
部
通
商
金
融
課
内
）
 

固
0
9
2
→
7
1
2
→
0
7
7
1
 

め
い
わ
く
交
通
を
 

な
く
す
運
動
 

あ
な
た
は
、
め
い
わ
く
交
通
っ
て
知
 

っ
て
い
ま
す
か
。
そ
れ
は
、
交
通
の
ル
 

ー
ル
を
守
ら
ず
、
思
い
や
り
の
心
を
も
 

た
ず
に
道
路
を
利
用
す
る
、
次
の
よ
う
 

な
交
通
を
い
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
は
、
交
通
の
安
全
と
円
滑
な
 

流
れ
を
妨
害
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
悲
 

惨
な
交
通
事
故
を
起
す
も
の
で
す
。
め
 

い
わ
く
交
通
の
一
掃
に
つ
と
め
ま
し
ょ
 

、つ。 
車
の
め
い
わ
く
交
通
 
※
前
の
車
に
 

必
要
以
上
に
 

接
近
す
る
（
追
上
げ
）
。
※
信
号
無
視
。
 

ー
 

ノ
 

※
混
ん
で
い
る
交
差
点
に
無
理
し
て
進
 

入
す
る
。
※
交
差
点
や
そ
の
附
近
で
の
 

駐
停
車
や
二
重
駐
車
。
※
合
図
を
し
な
 

い
で
、
進
路
を
変
え
た
り
、
右
や
左
に
 

曲
る
。
 

～

ー

 

※
路
地
 

箔
庵
陣
⑩
め
』
卿
ハ
盾
一
 

か
ら
の
 

急
な
と
び
出
し
。
※
合
図
を
し
な
い
で
 

右
や
左
に
曲
る
。
※
夜
に
な
っ
て
も
前
 

照
燈
（
ラ
イ
ト
）
を
つ
け
な
い
。
※
信
 

号
無
視
。
※
右
側
通
行
。
 

～

ー

 

く
ー
ー
、
く
g
メ
※
道
路
 

<L
た
釦
弘
、
幻
」
弘
）
く
ノ
』
ー
へ
の
急
 

な
と
び
出
し
。
※
酒
に
よ
っ
て
道
路
を
 

ふ
ら
つ
く
。
※
信
号
無
視
。
※
車
の
す
 

ぐ
前
、
す
ぐ
後
を
横
断
す
る
。
※
幼
児
 

の
一
人
歩
き
。
 

田
川
警
察
署
 

力
道
路
に
物
を
放
置
し
た
り
、
 

違
法
な
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
）
 

自
転
車
の
め
い
わ
く
交
通
 

業
 
業
 
景
 
峯
 
峯
 
峯
 
峯
 

》
頁
の
俳
句
の
中
で
「
偲
び
出
に
ま
 

ー
た
こ
み
あ
げ
て
冬
の
月
」
と
あ
り
 

）
 

お

L

 

一
ま
し
た
が
、
 

コ
偲
ひ
出
に
ま
た
こ
 

ー
み
あ
げ
て
冬
の
月
」
 
の
誤
り
で
し
 

（
た
。
 

一
 

広
報
係
一
 

(
 

}
 

{
 

一 

お
詫
び
と
訂
正
 

一 

)
 

(
 

一 

三
月
号
に
次
の
誤
り
が
あ
り
ま
一
 

霧
詳
巽
訊
競
れ
一
 

一 

「
昨
年
の
中
堂
幸
業
式
」
と
あ
り
一
 

一

 

ま
し
た
が
、
 
こ
れ
は
「
小
学
葉
一
 

一
業
式
」
の
誤
り
で
し
た
。
又
、
五
一
 


